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調査概要 
１．調査目的 

市民参画のまちづくりのため、市民の意見をうかがうことにより、その声を市政に

反映することを目的とする。 

 

２．調査項目 

居住地域、居住地域の小学校区、居住年数、以前の居住地、永住意思、ふるさと意

識、地球環境問題（地球温暖化、生物多様性）について、大型複雑ごみの電話申込み

制による収集、及び雑がみの分別について、窓口等での手続きの効率化について、Ｉ

Ｔの利用状況について、市の情報化を優先すべき分野について、文化・芸術活動につ

いて、図書館利用について、市民自治について、住宅用火災警報器設置状況について、

ひきこもりについて、属性（年齢、性別、職業、通勤・通学地、配偶者の有無、同居

家族、家族数、年収、住宅の種類）、調査への感想 

 

３．調査対象 

（１）調査地域：吹田市全域 

（２）母集団 ：2016年７月１日現在18歳以上85歳未満の吹田市在住者294,592名 

（内訳：日本人290,203名、外国人4,389名） 

（３）計画標本：2,000名 

（４）抽出方法：層化系統無作為抽出法 

 

４．調査時期 

2016年８月５日（金）～９月５日（月） 

 

５．調査方法 

郵送調査法（お礼状兼督促状を１回送付） 

 

６．回収結果 

（１）回収票数 1,207 

（２）無効票数 10 

（３）有効票数（率） 1,197（59.9％） 

（４）調査不能票数 793 

 

 

 

 

 


